
PLATEAUの3D都市モデルを活用した
ユースケースの紹介

令和４年度採択都市の個別事例

大阪府摂津市

【令和４年６月時点】
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Ⅰ. プロジェクト全体像

1. 実施事業・事業規模

（百万円）

R4年度実施事業
規模（想定）

事業費 国負担分

(1) 3D都市モデル活用プラットフォームシステム導入 4.85 2.42

(2) 3D都市モデルを活用した内水氾濫リスク情報可視化事業 1.04 0.52
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Ⅱ. 3D都市モデルの整備

1.整備する3D都市モデルデータの概要

整備エリア図

整備範囲

LOD1 市内全域（14.87km2）

LOD2 鳥飼小学校周辺（0.08km2）

LOD3 －

LOD1 整備済

LOD2 一部整備済

LOD3 －

整備状況

整備地物

LOD1 建物

LOD2 建物

LOD3 －
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令和2年度に3D都市モデルの整備対象都市に選ばれ、市内建物のLOD1化、洪水の浸水
想定区域の3D化が完了。

Ⅱ. 3D都市モデルの整備
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発）

1.ユースケース開発の概要

1. ユースケース
開発のテーマ

防災・防犯

2. ユースケース
開発の件名

3D都市モデルを活用した内水氾濫リスク情報可視化事業

3. ユースケース
開発の概要

• 3D都市モデル上に水位計データを重ね合わせ、内水氾濫リスクをわかり
やすく可視化するシステムを構築し公開する。

4. 実施体制・
役割分担

実施主体
（委託先等）

(契約手続中) [水位API開発]
未定[デジタルツインプラットフォーム構築]

未定[API値取得・表示機能開発]
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発）

2. ユースケース活用イメージ

出力結果
活用方策

• デジタルツインプラットフォーム上に水位値を複数同時に表示することで、16基の水位計の
値を認識できるようにする。(水位計は今後も増設予定)

水害に関する情報公開として、市民に対してもこの表示を公開する。
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Ⅳ. 事業化までの庁内調整の流れ

都市計画課

(建設部局)

〔全庁〕

企画部局

DX部局

防災部局

建設部局

産業部局

教育部局

財政課(財政部局)

（窓 口・補助制度活用の具体化）

情報提供
照会・とりまとめ

調整

＜事業化までのポイント＞
●情報提供やUC検討の際は、庁内各部署の事業
担当個別に伝え、意見を訊くことで、実態を踏まえて
検討できた。

●財政部局・企画部局・DX部局との調整の際は、
各部局が示す課題、条件に対し、都市計画課が中
心となり、建設部局全体の協力を得て、ひとつひとつ
クリアすることができた。

UC活用アイデア出し
業者見積り

政策推進課(企画部局)

情報政策課(DX部局)

調整

調整
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Ⅳ. 事業化までの庁内調整の流れ

各部局から示された課題・条件

・事業の優先度

・既存システム(GIS)のスクラップ＆ビルド

・市としての必要性

・イニシャルコスト及びランニングコスト(全体の事業費)

課題・条件に対する説明内容

・令和2年度に3D都市モデルの整備対象都市に選ばれ、継続して取り組むべき事業であること

・本事業はシステムの統合を目的としたものではないこと

・既存システムから統合できるものは統合していくこと

・摂津市の取組が先行事例となればシティプロモーションにもつながること

・防災情報の提供などオープンデータ化の推進により、市民の利便性向上に資すること

・補助金制度が新たに創設され、1/2の補助が見込まれること

・新たなシステム導入に伴う経常経費の増減は０とすること(建設部局内で協力)
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Ⅴ. (株) Eukaryaとの連携

「プラグイン共有プラットフォーム開発によるユースケース開発の参入障壁低減化」
摂津市の統計データと、プログラミング不要で3D都市モデルを活用したユースケース創出ができる「プ
ラグイン共有プラットフォーム」のプラグインを用いて、防災や福祉などのユースケースを開発。
(本市の役割)
・開発のために必要な本市の3D 都市モデル、その他本市に関わる各種データを提供
・ユースケース開発に関わるアイデアコンペでの審査協力

関連として、
5月末より本市中学校の職種体験プログラム
で「摂津のまちづくりを考える」という授業があり
都市計画課が協力している。その中で、3D
都市モデルを紹介し、まちづくりへの活用を
生徒達に考え、提案してもらうことを目指して
いる。
(株)Eukaryaにも参加していただいており、
効果的な提案があればUC化を想定している。

ユースケーステーマ


